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「

ボ

ー

イ

ズ

・

ミ

ー

ト

・

ガ

ー

ル

」

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

古

堅

元

貴
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■

登

場

人

物

 

 

瀬

戸

祐

(
 

２

１
)
 

法

明

大

学

経

済

学

部

２

年

／

千

葉

中

央

高

校

卒

業

生

 

 

野

木

泰

平

(
 

２

１

)
無

職

 

／

千

葉

中

央

高

校

卒

業

生

 

 

佐

久

間

七

瀬

(
 

２

１

)

事

務

職

員

／

千

葉

中

央

高

校

卒

業

生
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〇

千

葉

中

央

高

校

・

３

年

Ｆ

組

教

室

(
 

朝

)
 

２

０

２

０

年

２

月

２

８

日

。

 

朝

の

ホ

ー

ム

ル

ー

ム

。

教

室

内

の

全

員

が

マ

ス

ク

を

着

け

て

い

る

。 

担

任

「

新

型

コ

ロ

ナ

ウ

イ

ル

ス

の

影

響

に

よ

る

国

か

ら

の

要

請

で

明

日

 

か

ら

臨

時

休

校

に

な

り

ま

し

た

。

そ

し

て

苦

し

い

決

断

だ

が

、

皆

 

の

命

を

最

優

先

に

し

て

卒

業

式

は

中

止

す

る

事

に

な

っ

た

」

 

頭

を

下

げ

る

担

任

。

 

泣

い

て

る

、

唖

然

し

て

い

る

な

ど

、

生

徒

の

反

応

は

そ

れ

ぞ

れ

。

そ

の

中

の

一

人

、

瀬

戸

祐

(
 

１

８
)
 

は

無

表

情

だ

。

 

 

〇

校

門

前

(
 

午

前

)
 

祐

と

同

級

生

・

野

木

泰

平

(
 

１

８

)
 

が

下

校

し

て

い

る

。

 

泰

平

「

ど

う

す

ん

だ

よ

？

」

 

祐

「

何

が

？

」

 

２

人

の

先

に

は

、

同

級

生

・

佐

久

間

七

瀬

(
 

１

８

)
 

。

女

子

生

徒

 

数

名

と

歩

い

て

い

る

。

 

祐

「

無

理

だ

ろ

」

 

泰

平

「

今

日

い

か

な

か

っ

た

ら

、

一

生

言

え

な

い

ぞ

？

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

七

瀬

が

校

門

を

出

て

、

道

を

曲

が

る

。

 

２

人

の

視

界

か

ら

七

瀬

が

消

え

た

。

 

 

〇

東

京

・

法

名

大

学

・

入

口

(
 

午

前

)
 

２

０

２

３

年

６

月

。

 

多

く

の

学

生

が

出

入

り

し

て

い

る

。

路

肩

に

１

台

の

軽

ト

ラ

が

止

 

ま

る

。

車

か

ら

作

業

着

姿

の

男

が

出

て

く

る

。
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〇

校

舎

内

(
 

午

前

)
 

不

慣

れ

な

様

子

で

辺

り

を

見

渡

す

作

業

着

男

。

不

審

に

彼

を

見

て

 

い

る

数

名

の

学

生

。

 

「

学

生

窓

口

」
と

い

う

標

識

を

見

つ

け

る

。
男

、
そ

こ

へ

向

か

い

、

中

に

入

っ

て

い

く

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

学

生

窓

口

。

男

、

受

付

の

事

務

員

に

声

を

か

け

る

。

 

男

「

す

い

ま

せ

ん

。

経

済

学

部

２

年

の

教

室

っ

て

？

」

 

事

務

員

「

あ

な

た

、

こ

こ

の

学

生

で

す

か

？

」

 

男

「

い

や

・

・

・

」

 

 

○

入

口

前

 

 
 

立

ち

尽

く

し

て

い

る

男

。

 

 
 

×
 

 
 

 
×

 
 

 
 

×
 

 
 

軽

ト

ラ

の

荷

台

を

漁

っ

て

い

る

男

。

し

わ

皺

の

シ

ャ

ツ

と

ジ

ー

パ

ン

を

見

つ

け

る

。

 

 

〇

校

舎

内

(
 

午

前

)
 

 
 

Ｔ

シ

ャ

ツ

、

ジ

ー

パ

ン

姿

で

し

ら

み

つ

ぶ

し

教

室

を

覗

く

男

。

 

 
 

誰

か

を

探

し

て

い

る

よ

う

だ

。

 

 

〇

大

教

室

(
 

午

前

)
 

２

０

０

名

以

上

の

生

徒

が

授

業

を

受

け

て

い

る

。

だ

が

ス

マ

ホ

い

じ

っ

た

り

、

喋

っ

て

い

た

り

な

ど

、

授

業

を

聞

い

て

い

な

い

生

徒

が

ほ

と

ん

ど

。

 

 
 

そ

の

中

に

大

学

３

年

の

祐

(

２

１

)

。

友

人

と

喋

っ

て

い

る

。

 

友

人

１

「

サ

ー

ク

ル

い

く

？

」
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友

人

２

「

今

日

違

く

ね

？

は

る

る

と

咲

ち

ゃ

ん

飲

み

行

く

っ

て

よ

」

 

友

人

１

「

ま

じ

。

そ

っ

ち

合

流

し

よ

」

 

友

人

２

「

お

っ

け

。

聞

い

て

み

る

」

 

友

人

２

は

ス

マ

ホ

を

打

つ

。

 

友

人

１

「

あ

ざ

。

祐

も

行

く

っ

し

ょ

？

」

 

祐

「

え

、

あ

あ

、

行

く

」
 

 
 

教

室

後

ろ

か

ら

こ

っ

そ

り

侵

入

す

る

作

業

着

男

。

祐

を

見

つ

け

、

近

づ

く

。

 

周

り

の

学

生

達

は

不

審

す

ぎ

る

作

業

着

男

に

ざ

わ

つ

い

て

い

る

。 

作

業

着

男

は

、

遂

に

祐

の

背

後

に

つ

く

。

 

男

「

祐

」

 

祐

「

ん

？

」

 

振

り

向

く

祐

。

そ

こ

に

は

野

木

泰

平

(
 

２

１

)
 

。
 

祐

「

え

っ

？

泰

平

・

・

・

？

」

 

泰

平

「

行

こ

う

ぜ

」

 

祐

「

は

？

」

 

 

〇

入

口

前

(
 

午

前

)
 

校

舎

か

ら

出

て

く

る

祐

、

泰

平

。

 

祐

「

何

！

？

」

 

泰

平

「

ド

ラ

イ

ブ

行

こ

う

っ

て

」

 

祐

「

授

業

あ

る

か

ら

」

 

泰

平

「

聞

い

て

な

か

っ

た

じ

ゃ

ん

」

 

祐

「

い

や

あ

」

 

泰

平

「

お

れ

は

失

望

し

た

よ

。

大

学

生

の

実

態

に

」

 

祐

「

お

ま

え

だ

っ

て

高

校

の

時

、

聞

い

て

な

か

っ

た

だ

ろ

」

 

泰

平

「

だ

と

し

て

も

、

も

っ

と

堂

々

と

し

て

た

な

。

な

ん

か

卑

怯

っ

て
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い

う

か

、

ダ

セ

え

」

 

祐

「

仕

事

は

？

」

 

泰

平

「

あ

、

ク

ビ

ん

な

っ

た

」

 

祐

「

は

ぁ

！

？

」
 

泰

平

「

慰

め

と

し

て

付

き

合

っ

て

く

れ

よ

ー

」

 

軽

ト

ラ

に

乗

り

込

む

泰

平

。

 

泰

平

「

な

？

」

 

校

舎

に

戻

ろ

う

と

す

る

祐

。
 

泰

平

「

首

都

高

か

ら

の

レ

イ

ン

ボ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

最

高

だ

ぜ

」

 

祐

「

は

？

」

 

泰

平
「

そ

の

後

箱

根

ま

で

行

っ

て

、
ア

ウ

ト

レ

ッ

ト

に

、
最

後

は

温

泉

」

 

祐

「

(

少

し

揺

ら

ぐ

)

」

 

泰

平

「

帰

り

は

助

手

席

で

ビ

ー

ル

飲

み

な

が

ら

夜

景

見

て

ね

」

 

祐

「

(

揺

ら

ぐ

)

」

 

泰

平

「

助

手

席

の

ビ

ー

ル

っ

て

た

ま

ん

な

い

ん

だ

よ

な

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

走

り

出

す

軽

ト

ラ

。

 

タ

イ

ト

ル

「

ボ

ー

イ

ズ

・

ミ

ー

ト

・

ガ

ー

ル

」

 

 

〇

車

内

(

午

前

)
 

首

都

高

を

走

っ

て

い

る

車

。

運

転

席

に

泰

平

、

助

手

席

に

祐

。

車

は

皇

居

外

苑

か

ら

、
銀

座

、
浜

松

町

を

経

由

し

、
首

都

高

に

乗

り

、

レ

イ

ン

ボ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

方

面

へ

走

る

。

 

泰

平

「

卒

業

以

来

？

」

 

祐

「

会

う

の

は

」

 

泰

平

「

そ

ん

な

振

り

か

ー

」
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軽

ト

ラ

の

車

内

を

ま

じ

ま

じ

と

見

る

。

砂

や

泥

跡

で

汚

れ

て

い

る

 
座

席

。

足

元

に

は

雑

誌

や

空

缶

、

ボ

ト

ル

な

ど

。

後

ろ

の

荷

台

は

ブ

ル

ー

シ

ー

ト

で

覆

わ

れ

て

い

る

。

 

祐

「

我

孫

子

か

ら

通

っ

て

ん

の

？

っ

て

か

ま

だ

我

孫

子

い

ん

の

？

」

 

泰

平

「

い

る

よ

。

今

一

人

暮

ら

し

」

 

祐

「

え

？

意

味

な

く

な

い

？

」

 

泰

平

「

な

ん

で

？

」

 

祐

「

実

家

と

同

じ

市

で

一

人

暮

ら

し

す

る

ん

だ

っ

た

ら

、

も

う

少

し

離

れ

ろ

よ

」

 

泰

平

「

現

場

も

近

い

し

、

離

れ

る

と

家

賃

あ

が

る

じ

ゃ

ん

」

 

祐

「

じ

ゃ

あ

実

家

で

よ

く

な

い

？

」

 

泰

平

「

そ

こ

は

自

立

だ

よ

。

も

う

社

会

人

な

ん

だ

か

ら

」

 

祐

「

・

・

・

実

家

か

ら

貰

っ

て

る

だ

ろ

米

と

か

」

 

泰

平

「

貰

う

と

い

う

よ

り

行

っ

た

ら

貰

え

る

ん

だ

よ

」

 

祐

「

週

に

何

回

実

家

行

っ

て

る

？

」

 

泰

平

「

週

末

帰

る

く

ら

い

だ

け

ど

」

 

祐

「

何

が

自

立

だ

よ

。

す

ね

か

じ

り

ま

く

っ

て

る

な

」

 

泰

平

「

か

じ

っ

て

ね

え

よ

。

顔

出

す

事

が

親

孝

行

だ

ろ

う

が

」

 

祐

「

支

援

物

資

目

当

て

の

？

」

 

泰

平

「

・

・

祐

は

仕

送

り

と

か

貰

っ

て

な

い

の

か

よ

？

」

 

祐

「

貰

っ

て

る

よ

。

お

れ

は

一

人

暮

ら

し

だ

け

ど

自

立

出

来

て

る

な

ん

 

て

思

っ

て

な

い

か

ら

」

 

泰

平

「

ど

こ

で

一

人

暮

ら

し

し

て

ん

の

？

」

 

祐

「

葛

飾

」

 

泰

平

「

我

孫

子

の

横

じ

ゃ

ね

え

か

よ

。

お

れ

と

変

わ

ん

ね

ー

だ

ろ

」

 

祐

「

い

や

い

や

。

葛

飾

区

都

内

だ

し

、

そ

も

そ

も

地

元

か

ら

出

て

る

か

 

ら

」
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泰

平

「

一

人

暮

ら

し

は

地

元

か

ら

出

な

く

ち

ゃ

い

け

な

い

の

か

？

」

 

祐

「

だ

っ

た

ら

実

家

に

い

た

方

が

節

約

に

も

親

孝

行

に

も

な

る

ん

じ

ゃ

 

な

い

っ

て

・

・

・

」

 

泰

平

「

ま

あ

ま

あ

！

久

々

だ

よ

。

我

孫

子

と

葛

飾

は

置

い

と

い

て

、

外

 

見

て

み

」

 

芝

浦

ふ

頭

を

通

過

す

る

車

。

車

外

の

景

色

に

驚

き

、

興

奮

し

て

る

 

祐

。

レ

イ

ン

ボ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

が

目

の

前

に

現

れ

る

。

 

泰

平

「

行

く

ぜ

ー

」

 

レ

イ

ン

ボ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

上

を

走

る

車

。

興

奮

す

る

２

人

。

 

泰

平

「

ど

う

よ

？

」

 

祐

「

や

ば

い

」

 

泰

平

「

来

て

よ

か

っ

た

ろ

？

」

 

窓

を

全

開

に

す

る

泰

平

。

車

内

に

風

が

吹

き

込

む

。

 

祐

「

最

高

」

 

泰

平

「

ふ

ぅ

ー

ー

ー

」

 

レ

イ

ン

ボ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

か

ら

の

景

色

に

浸

っ

て

い

る

祐

。

 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

レ

イ

ン

ボ

ー

ブ

リ

ッ

ジ

を

越

え

た

車

。

 

泰

平

「

い

や

ー

最

高

だ

っ

た

」

 

祐

「

め

っ

ち

ゃ

テ

ン

シ

ョ

ン

上

が

っ

た

」

 

泰

平

「

そ

れ

な

」

 

祐

「

こ

っ

か

ら

の

箱

根

？

」

 

泰

平

「

う

ん

う

ん

そ

う

」

 

祐

「

い

い

ね

ー

。

温

泉

の

前

に

う

ま

い

も

ん

食

お

う

よ

。

箱

根

っ

て

何

 

有

名

な

ん

だ

っ

け

？

」

 

ス

マ

ホ

で

「

箱

根

、

ご

は

ん

」

と

検

索

す

る

祐

。

 

車

は

首

都

高

の

有

人

料

金

所

に

付

く

。
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料

金

所

係

員

「

１

３

２

０

円

で

す

」

 
財

布

の

中

身

を

見

る

泰

平

。

 

泰

平

「

(

手

が

止

ま

る

が

)

」

 

料

金

を

払

う

泰

平

。

再

び

車

を

走

ら

せ

る

。

 

道

路

上

に

は

千

葉

方

面

の

標

識

。

 

 

〇

車

内

(
 

昼

前

)
 

車

は

台

場

か

ら

品

川

→

羽

田

空

港

方

面

を

走

る

。

 

ス

マ

ホ

で

「

箱

根

 

ご

は

ん

」

の

検

索

を

続

け

て

い

る

祐

。

 

祐

「

箱

根

っ

て

意

外

に

ご

当

地

グ

ル

メ

的

な

の

な

い

ね

」

 

泰

平

「

そ

う

言

わ

れ

る

と

コ

レ

っ

て

飯

、

思

い

つ

か

な

い

な

」

 

祐

「

で

も

い

い

お

店

結

構

あ

る

よ

。

高

そ

う

だ

け

ど

」

 

泰

平

「

箱

根

で

飯

は

き

つ

い

か

も

な

ー

。

お

れ

無

職

だ

し

」

 

祐

「

・

・

・

そ

う

だ

っ

た

」

 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

に

入

る

車

。

 

車

外

か

ら

は

デ

ィ

ズ

ニ

ー

ラ

ン

ド

や

葛

西

臨

海

公

園

な

ど

、

い

ゆ
 

る

ザ

・

千

葉

方

面

の

景

色

。

 

祐

「

え

箱

根

だ

よ

ね

？

」

 

泰

平

「

ん

？

」

 

祐

「

あ

れ

」

 

車

外

か

ら

は

デ

ィ

ズ

ニ

ー

ラ

ン

ド

や

葛

西

臨

海

公

園

。

 

祐

「

千

葉

だ

よ

ね

？

」

 

泰

平

「

デ

ィ

ズ

ニ

ー

ラ

ン

ド

っ

て

東

京

の

シ

ン

ボ

ル

だ

よ

ね

？

」

 

祐

「

浦

安

だ

よ

」

 

泰

平

「

あ

あ

！

言

っ

て

な

か

っ

た

、

今

こ

こ

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

っ

て

い

う

 

ん

だ

け

ど

」
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祐

「

知

っ

て

る

」

 

泰

平

「

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

使

っ

た

方

が

早

く

着

く

ん

だ

よ

、

箱

根

は

」

 

祐

「

え

？

」
 

泰

平

「

そ

う

な

ん

だ

よ

。

安

く

も

な

る

し

」

 

祐

「

そ

う

な

ん

だ

」
 

泰

平

「

ま

あ

車

乗

ら

な

い

ん

な

ら

、

知

ら

な

く

て

も

い

い

ん

だ

け

ど

。

 

知

っ

と

い

て

も

い

い

ん

だ

け

ど

」

 

祐

「

ど

っ

ち

」

 

泰

平

「

と

に

か

く

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

は

や

ば

い

。

景

色

最

高

だ

ろ

？

」

 

祐

「

・

・

た

し

か

に

」

 

泰

平

「

な

！

」

 

 

〇

車

内

(
 

正

午

)
 

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

。

東

京

湾

一

面

の

景

色

が

車

窓

か

ら

広

が

っ

て

い

 

る

。

 

祐

「

ダ

ッ

シ

ュ

し

た

な

ー

」

 

泰

平

「

チ

ャ

イ

ム

鳴

る

前

に

教

室

の

ド

ア

に

ス

タ

ン

バ

っ

て

さ

」

 

祐

「

じ

ゃ

な

き

ゃ

揚

げ

耳

は

手

に

入

れ

ら

れ

な

い

か

ら

な

」

 

泰

平

「

別

に

家

で

も

作

ろ

う

と

思

え

ば

食

え

る

の

に

。

食

パ

ン

揚

げ

て

 

砂

糖

振

る

だ

け

」

 

祐

「

あ

の

時

は

揚

げ

耳

の

見

え

な

い

何

か

に

取

り

つ

か

れ

て

た

」

 

泰

平

「

間

違

い

な

い

」

 

祐

「

っ

て

か

さ

、

や

た

ら

購

買

の

列

の

先

頭

と

っ

て

た

奴

」

 

泰

平

「

あ

っ

、

黒

田

？

デ

ブ

で

眼

鏡

」

 

祐

「

そ

う

！

あ

い

つ

揚

げ

耳

あ

る

日

に

限

っ

て

、

列

の

先

頭

い

る

ん

だ

 

よ

。

教

室

も

遠

い

し

、

走

り

も

遅

い

く

せ

に

」

 

泰

平

「

そ

れ

、

カ

ラ

ク

リ

あ

る

ん

だ

よ

」
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祐

「

え

？

」

 

泰

平
「

あ

い

つ

揚

げ

耳

あ

る

日

は

、
体

調

悪

い

と

か

で

保

健

室

行

っ

て

、

 

昼

め

し

直

前

に

元

気

に

な

っ

た

と

か

何

と

か

っ

て

、

教

室

戻

る

振

 

り

し

て

、

購

買

の

列

並

ん

で

る

ん

だ

よ

」

 

祐

「

ず

り

っ

！

そ

れ

偽

ル

ー

ト

じ

ゃ

ん

。

揚

げ

耳

は

チ

ャ

イ

ム

が

鳴

っ

 

て

か

ら

教

室

を

出

る

と

い

う

正

規

ル

ー

ト

で

獲

得

す

る

か

ら

こ

 

そ

の

価

値

な

ん

だ

よ

」
 

泰

平

「

あ

い

つ

の

揚

げ

耳

は

本

来

の

お

い

し

さ

の

６

割

減

に

な

っ

て

る

 

よ

」

 

祐

「

間

違

い

な

い

」

 

泰

平

「

そ

う

い

や

こ

の

前

仕

事

で

高

校

通

り

か

か

っ

た

時

、

購

買

の

お

 

ば

さ

ん

見

た

わ

」

 

祐

「

坂

井

真

紀

？

」

 

泰

平

「

そ

れ

自

称

だ

ろ

？

」

 

祐

「

そ

う

な

の

？

」

 

泰

平

「

あ

の

お

ば

さ

ん

、

本

名

勝

俣

美

奈

代

だ

よ

」

 

祐

「

一

文

字

も

被

っ

て

な

い

じ

ゃ

ん

」

 

泰

平

「

で

も

あ

の

お

ば

さ

ん

見

て

色

々

思

い

出

し

ち

ゃ

っ

た

わ

」

 

祐

「

も

う

２

年

も

経

つ

の

か

ー

」

 

泰

平

「

早

え

ー

。

最

後

突

然

だ

っ

た

し

な

」

 

車

内

の

Ｃ

Ｄ

デ

ッ

キ

の

ボ

タ

ン

を

押

す

泰

平

。

 

Ｔ

Ｒ

Ｆ

の

「

Ｂ

Ｏ

Ｙ

 

Ｍ

Ｅ

Ｅ

Ｔ

Ｓ

 

Ｇ

Ｉ

Ｒ

Ｌ

」

の

イ

ン

ト

ロ

が

 

流

れ

る

。

 

祐

「

え

！

？

」

 

泰

平

「

入

れ

と

い

た

ん

だ

よ

Ｔ

Ｒ

Ｆ

。

好

き

だ

っ

た

ろ

？

」

 

祐

「

び

っ

く

り

し

た

ー

」

 

泰

平

「

お

れ

ら

世

代

で

Ｔ

Ｒ

Ｆ

好

き

と

か

珍

し

す

ぎ

で

し

ょ

」

 



12 

 

祐

「

ま

あ

」

 

泰

平

「

合

唱

コ

ン

ク

ー

ル

の

曲

も

Ｔ

Ｒ

Ｆ

に

し

よ

う

っ

て

言

っ

て

た

も

 

ん

な

」
 

祐

「

・

・

言

っ

て

た

」

 

泰

平

「

Ｄ

Ｊ

Ｋ

Ｏ

Ｏ

の

ラ

ッ

プ

部

分

も

皆

で

合

唱

し

て

、

ダ

ン

ス

パ

ー

 

ト

は

ピ

ア

ノ

弾

き

続

け

れ

ば

合

唱

曲

に

な

る

っ

て

」

 

祐

「

は

ず

っ

、

な

ら

ね

ー

よ

」
 

泰

平

「

そ

う

い

え

ば

佐

久

間

さ

ん

も

Ｔ

Ｒ

Ｆ

好

き

だ

っ

た

よ

な

」

 

祐

「

・

・

・

あ

あ

」

 

 

〇

千

葉

中

央

高

校

・

教

室

(
 

昼

)
 

２

０

１

８

年

７

月

。

昼

休

み

の

教

室

。

 

昼

飯

を

食

べ

て

い

る

高

２

の

祐

(

１

７

)
 

と

泰

平
(

１

７

)
 

。

 

 
 

「

か

な

み

！

」

 

教

室

の

ド

ア

か

ら

佐

久

間

七

瀬

(
 

１

７

)
 

が

声

を

か

け

、

教

室

に

 

入

っ

て

く

る

。

七

瀬

は

同

じ

陸

上

部

の

同

級

生

・

佐

藤

か

な

み

の

 

席

へ

行

く

。

七

瀬

を

見

て

し

ま

う

祐

。

 

七

瀬

「

は

い

、

部

活

ノ

ー

ト

」

 

か

な

み

「

あ

り

が

と

」

 

七

瀬

「

聞

い

た

、

Ｔ

Ｒ

Ｆ

？

」

 

か

な

み

「

ま

だ

」

 

七

瀬

「

聞

い

て

よ

ー

。

ち

ょ

ー

い

い

よ

」

 

か

な

み

「

Ｄ

Ｊ

Ｋ

Ｏ

Ｏ

、

メ

ン

バ

ー

に

い

る

ん

だ

ね

。

っ

て

か

あ

の

 

人

グ

ル

ー

プ

所

属

し

て

る

ん

だ

」

 

七

瀬

「

Ｋ

Ｏ

Ｏ

さ

ん

か

っ

こ

い

い

で

ょ

」

 

か

な

み

「

七

瀬

、

古

く

な

い

？

」

 

七

瀬

「

全

然

古

く

な

い

か

ら

！

」
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七

瀬

を

見

て

い

る

祐

。

 

 

〇

祐

の

部

屋
(
 

夜

)
 

 
 

２

０

１

８

年

７

月

。

 

ス

マ

ホ

で

Ｔ

Ｒ

Ｆ

と

検

索

す

る

祐

。
検

索

ト

ッ

プ

に
「

Ｂ

Ｏ

Ｙ

 

Ｍ

 

Ｅ

Ｅ

Ｔ

Ｓ

 

Ｇ

Ｉ

Ｒ

Ｌ

」

が

出

る

。

 

サ

イ

ト

を

開

く

と

Ｐ

Ｖ

と

共

に

イ

ン

ト

ロ

が

流

れ

始

め

る

。

 

曲

を

聴

く

祐

。

 

 

〇

千

葉

中

央

高

校

・

教

室

(
 

昼

)
 

 
 

２

０

１

８

年

９

月

。

昼

飯

を

食

べ

て

い

る

祐

と

泰

平

。

 

横

の

席

に

は

女

子

４

、

５

人

の

グ

ル

ー

プ

。

そ

の

中

に

七

瀬

 

が

い

る

。

 

泰

平

「

あ

ー

揚

げ

耳

」

 

祐

「

黒

星

続

い

て

ん

な

ー

」

 

泰

平

「

あ

の

先

頭

に

い

た

奴

。

あ

い

つ

や

た

ら

い

る

ん

だ

よ

」

 

七

瀬

「

(

祐

に

)

あ

の

」

 

 

祐

「

え

？

」

 

七

瀬

「

瀬

戸

君

っ

て

Ｔ

Ｒ

Ｆ

好

き

な

の

？

」

 

祐

「

え

？

・

・

・

う

ん

」

 

 

〇

車

内

(

正

午

)
 

２

０

２

３

年

現

在

。

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

を

走

っ

て

い

る

車

。

 

泰

平

「

告

っ

て

た

ら

な

ー

」

 

祐

「

そ

ん

な

事

あ

っ

た

な

」

 

泰

平

「

卒

業

式

無

く

な

っ

た

か

ら

っ

て

、

や

め

て

さ

。

卒

業

式

と

か

関
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係

な

く

、

告

れ

よ

」

 

祐

「

あ

の

時

は

そ

ん

な

状

況

じ

ゃ

な

か

っ

た

ろ

」

 

泰

平

「

告

白

に

状

況

な

ん

て

関

係

あ

る

の

か

よ

」

 

祐

「

あ

る

だ

ろ

。

親

戚

の

法

事

の

前

日

に

告

れ

る

か

？

」

 

泰

平

「

そ

う

い

う

事

じ

ゃ

な

く

て

。

今

未

練

た

ら

た

ら

じ

ゃ

ん

」

 

祐

「

そ

ん

な

事

な

い

」

 

泰

平

「

彼

女

い

ん

の

？

」

 

祐

「

今

？

い

や

」

 

泰

平

「

い

い

感

じ

の

子

は

？

」

 

祐

「

別

に

い

な

い

け

ど

。

何

？

」

 

泰

平

「

そ

れ

未

練

。

佐

久

間

さ

ん

が

残

っ

て

ん

だ

よ

」

 

祐

「

な

ん

だ

よ

そ

れ

」

 

泰

平

「

今

電

話

し

て

み

」

 

祐

「

嫌

だ

」

 

泰

平

「

Ｔ

Ｒ

Ｆ

被

り

な

ん

て

こ

の

先

な

い

ぞ

」

 

祐

「

う

っ

せ

ー

な

。

泰

平

ど

う

な

ん

だ

よ

？

」

 

泰

平

「

お

れ

？

い

ね

ー

よ

！

金

な

い

、

職

な

い

、

女

も

い

な

い

か

ら

、
 

未

来

見

え

な

い

男

だ

ぜ

」

 

祐

「

か

っ

こ

よ

く

な

い

か

ら

」

 

ス

マ

ホ

で

佐

久

間

七

瀬

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

ア

カ

ウ

ン

ト

の

ト

ッ

プ

画

を

見

て

い

る

祐

。

 

 

〇

海

ほ

た

る

Ｐ

Ａ

・

フ

ー

ド

コ

ー

ト

(
 

昼

)
 

海

鮮

丼

を

食

べ

て

い

る

祐

。

そ

ば

を

食

べ

て

い

る

泰

平

。

 

泰

平

「

う

ま

！

」

 

祐

「

そ

の

店

我

孫

子

に

も

あ

る

よ

」

 

泰

平

「

い

や

美

味

さ

が

違

う

！

」
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祐

「

そ

ん

な

わ

け

な

い

だ

ろ

。

チ

ェ

ー

ン

店

な

ん

だ

か

ら

」

 

泰

平

「

食

べ

て

み

？

」

 

泰

平

の

そ

ば

を

一

口

食

べ

る

祐

。

 

祐

「

(

我

孫

子

の

店

よ

り

美

味

い

)
 

」

 

泰

平

「

・

・

・

思

っ

た

な

」

 

祐

「

い

や

」

 

泰

平

「

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

力

だ

よ

！

旅

に

よ

っ

て

味

も

変

化

す

る

ん

だ

 

よ

」

 

祐

「

ま

あ

そ

れ

は

」

 

泰

平

「

つ

ま

り

な

、

祐

。

お

前

は

こ

の

旅

に

来

て

良

か

っ

た

と

思

っ

て

 

い

る

」

 

泰

平

の

そ

ば

を

も

う

一

口

食

べ

よ

う

と

す

る

祐

。

 

泰

平

「

お

い

！

」

 

祐

「

何

が

ロ

ケ

ー

シ

ョ

ン

だ

よ

。

味

な

ん

て

変

わ

ん

ね

ー

ん

だ

よ

」

 

泰

平

の

そ

ば

を

も

う

一

口

食

べ

よ

う

と

す

る

祐

。

そ

れ

に

抗

う

泰

 

平

。

 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

完

食

し

て

い

る

祐

と

泰

平

。

 

泰

平

「

ど

う

よ

大

学

」

 

祐

「

楽

し

く

は

な

い

な

」

 

泰

平

「

そ

う

な

ん

だ

。

す

げ

ー

自

由

っ

て

聞

く

か

ら

楽

し

い

の

か

と

思

 

っ

た

」

 

祐

「

確

か

に

授

業

も

自

分

で

組

め

る

し

、

サ

ー

ク

ル

も

、

誰

と

い

る

か

 

も

自

由

だ

け

ど

、

主

体

性

と

積

極

性

無

い

奴

は

終

わ

る

ね

」

 

泰

平

「

(

祐

に

)

あ

る

方

だ

ろ

？

」

 

祐

「

高

校

の

中

で

は

ね

。

で

も

そ

の

程

度

じ

ゃ

周

り

に

吞

ま

れ

る

な

」

 

泰

平
「

(

祐

の

大

学

の

授

業

風

景

を

思

い

出

し

)

確

か

に

呑

ま

れ

て

た

な

」 
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祐

「

お

れ

の

周

り

に

い

る

奴

は

皆

自

由

を

履

き

違

え

て

る

か

ら

。

ま

あ

 
お

れ

が

そ

う

だ

か

ら

周

り

も

そ

う

い

う

奴

し

か

集

ま

っ

て

こ

な

 

い

ん

だ

け

ど

」

 

泰

平

「

自

己

分

析

ふ

ぅ

ー

！

大

学

生

が

大

好

き

な

奴

」

 

祐

「

就

活

で

必

ず

聞

か

れ

る

か

ら

な

」

 

泰

平

「

ま

あ

大

学

楽

し

く

す

る

の

な

ら

そ

こ

変

え

る

し

か

な

い

ん

じ

ゃ

 

ね

。

大

好

き

な

と

も

え

ち

ゃ

ん

に

高

い

授

業

料

払

っ

て

も

ら

っ

て

 

る

ん

だ

か

ら

」

 

祐

「

う

ち

の

母

親

、

下

の

名

前

で

呼

ぶ

な

」

 

泰

平

「

と

も

え

ち

ゃ

ん

元

気

？

ま

だ

仲

良

し

？

」

 

祐

「

仲

良

く

ね

ー

よ

」

 

泰

平

「

祐

っ

て

そ

う

い

う

の

隠

す

よ

な

ー

。

佐

久

間

さ

ん

の

も

」

 

祐

「

隠

し

て

な

い

。

っ

て

か

何

で

ク

ビ

に

な

っ

た

ん

だ

よ

？

」

 

泰

平

「

話

変

え

た

」

 

祐

「

こ

れ

は

聞

か

な

く

ち

ゃ

だ

ろ

」

 

泰

平

「

ま

あ

人

員

削

減

。

コ

ロ

ナ

で

ど

の

業

界

も

規

模

縮

小

し

た

り

、

 

人

手

も

最

低

数

に

な

っ

た

ろ

。

建

築

業

も

年

々

コ

ン

パ

ク

ト

に

な
 

っ

て

る

み

た

い

で

さ

。

そ

の

状

況

に

現

場

が

無

い

の

が

重

な

っ

て

。 

新

人

を

ク

ビ

に

し

た

っ

て

変

わ

ら

な

い

の

に

よ

。

む

し

ろ

新

し

い

 

人

材

育

た

な

く

て

、

よ

り

厳

し

く

ね

？

っ

て

」

 

祐

「

お

れ

ら

の

就

活

も

他

人

事

じ

ゃ

な

い

よ

」

 

泰

平

「

ま

あ

ク

ビ

の

全

て

が

コ

ロ

ナ

の

せ

い

だ

と

は

思

っ

て

な

い

け

ど

 

さ

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

泰

平

「

だ

め

だ

、

働

く

イ

コ

ー

ル

し

ん

ど

い

し

か

出

て

こ

な

い

。

こ

ん

 

な

し

ん

ど

さ

待

っ

て

る

ん

な

ら

、

せ

め

て

最

後

は

ち

ゃ

ん

と

卒

業

 

し

た

か

っ

た

よ

ー

」
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祐

「

・

・

・

ま

あ

ね

」

 

泰

平

「

お

れ

に

と

っ

て

は

、

高

校

が

学

生

最

後

だ

っ

た

か

ら

さ

。

最

後

 

が

あ

れ

は

た

ま

ん

ね

ー

な

ー

」

 

 

〇

海

ほ

た

る

Ｐ

Ａ

・

駐

車

場

(

午

後

)
 

車

へ

向

か

う

祐

と

泰

平

。

 

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

の

道

路

案

内

図

に

目

が

留

ま

る

祐

。

 

祐

「

ん

？

・

・

箱

根

無

く

な

い

？

」

 

泰

平

「

え

？

」

 

道

路

案

内

図

を

ま

じ

ま

じ

と

見

て

い

る

祐

。

 

祐

「

箱

根

。

こ

れ

千

葉

の

下

の

方

向

か

っ

て

ね

？

」

 

泰

平

「

・

・

・

」

 

祐

「

箱

根

行

く

ん

だ

よ

ね

？

」

 

泰

平

「

ご

め

ん

！

金

無

く

て

千

葉

に

し

た

！

い

ざ

行

く

と

な

る

と

高

速

 

代

も

飯

代

も

高

く

て

。

無

職

だ

か

ら

さ

」

 

祐

「

な

ら

途

中

で

言

え

よ

」

 

泰

平

「

箱

根

、

ご

は

ん

で

検

索

し

た

り

、

温

泉

楽

し

み

に

し

て

る

感

じ
 

見

た

ら

言

え

な

く

な

っ

た

」

 

祐

「

そ

れ

は

箱

根

、

温

泉

、

帰

り

の

ビ

ー

ル

で

煽

る

か

ら

だ

ろ

」

 

泰

平

「

じ

ゃ

な

き

ゃ

来

な

か

っ

た

ろ

？

」

 

祐

「

ま

あ

」

 

泰

平

「

だ

ろ

」

 

祐

「

じ

ゃ

あ

い

い

よ

。

で

、

千

葉

の

ど

こ

？

」

 

泰

平

「

え

、

え

っ

と

・

・

・

、

と

り

あ

え

ず

下

に

？

」

 

祐

「

ど

こ

だ

よ

」

 

泰

平

「

・

・

ま

あ

男

旅

な

ん

だ

か

ら

、

と

り

あ

え

ず

で

行

こ

う

ぜ

」

 

祐

「

と

り

あ

え

ず

っ

て

」
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泰

平

「

と

り

あ

え

ず

最

高

！

ほ

ら

？

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

 
×

 

 
 

軽

ト

ラ

車

内

。

車

内

は

汚

く

、

座

り

づ

ら

い

祐

。

 

祐

「

片

付

け

と

け

よ

」
 

泰

平

「

す

ま

ん

す

ま

ん

」
 

祐

、

車

内

の

物

を

座

り

や

す

い

よ

う

に

助

手

席

の

グ

ロ

ー

ブ

ボ

ッ

 

ク

ス

に

入

れ

よ

う

と

す

る

と

、

中

に

『

謎

の

死

を

遂

げ

た

偉

人

・

 

有

名

人

の

秘

密

』

と

い

う

タ

イ

ト

ル

の

本

が

入

っ

て

い

る

。

 

祐

「

(

悪

い

予

感

)

」

 

 

〇

車

内

(

午

後

)
 

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

半

ば

。

 

祐

「

(

欠

伸

す

る

)

」

 

泰

平

「

い

い

よ

。

起

こ

す

か

ら

」

 

祐

「

寝

た

ら

ど

こ

連

れ

て

か

れ

る

か

分

か

ん

ね

え

か

ら

」

 

泰

平

「

赤

い

霊

柩

車

か

！

」

 

祐

「

な

に

そ

れ

？

」

 

泰

平

「

い

や

大

丈

夫

」

 

祐

「

・

・

・

泰

平

、

な

ん

で

来

た

？

」

 

泰

平

「

え

？

」

 

 
 

泰

平

を

凝

視

す

る

祐

。

 

泰

平

「

・

・

・

い

や

、

祐

と

ド

ラ

イ

ブ

し

た

い

な

っ

て

思

っ

た

か

ら

だ

 

よ

」

 

祐

「

ど

こ

行

く

ん

だ

よ

？

」

 

泰

平

「

と

り

あ

え

ず

下

に

」

 

祐

「

箱

根

行

く

っ

て

言

っ

て

、

千

葉

の

下

向

か

っ

た

よ

な

。

そ

も

そ

も
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金

な

い

の

に

ド

ラ

イ

ブ

っ

て

。

教

え

ろ

よ

」

 
荷

台

の

ブ

ル

ー

シ

ー

ト

が

な

び

い

て

い

る

。

そ

こ

か

ら

か

す

か

に

 

見

え

る

ス

コ

ッ

プ

や

ロ

ー

プ

。

 

ア

ク

ア

ラ

イ

ン

を

越

え

る

車

。

進

行

方

向

に

は

木

更

津

、

袖

ケ

浦

 

の

進

路

標

識

。
 

祐

「

・

・

・

死

ぬ

つ

も

り

？

」

 

泰

平

「

・

・

・

ん

ん

？

」

 

祐

「

千

葉

の

僻

地

か

？

樹

海

と

か

、

深

海

と

か

。
・

・

・

お

れ

は

一

 

緒

に

死

な

な

い

か

ら

な

」

 

泰

平

「

何

い

っ

て

ん

だ

よ

？

」

 

祐

「

じ

ゃ

あ

ど

こ

行

く

ん

だ

よ

！

」

 

 
 

助

手

席

の

グ

ル

ー

ブ

ボ

ッ

ク

ス

か

ら

『

謎

の

死

を

遂

げ

た

偉

人

・

 

有

名

人

の

秘

密

』

の

タ

イ

ト

ル

の

本

を

取

り

出

す

祐

。

 

泰

平

「

あ

・

・

・

」

 

祐

「

こ

れ

な

ん

だ

よ

？

」

 

泰

平

「

・

・

・

君

津

」

 

祐

「

君

津

？

」

 

泰

平

「

佐

久

間

さ

ん

の

所

向

か

っ

て

る

」

 

祐

「

え

」

 

泰

平

「

卒

業

式

の

リ

ベ

ン

ジ

」

 

 

〇

コ

ン

ビ

ニ

駐

車

場

(
 

午

後

)
 

高

速

道

路

を

降

り

た

袖

ヶ

浦

市

内

の

コ

ン

ビ

ニ

。

車

か

ら

出

て

く

 

る

祐

と

泰

平

。

 

祐

「

勝

手

な

事

す

ん

な

よ

」

 

泰

平

「

ま

だ

好

き

だ

ろ

？

」

 

祐

「

お

ま

え

こ

の

為

に

来

た

の

？

」
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泰

平

「

佐

久

間

七

瀬

に

告

白

し

ろ

よ

」

 

祐

「

し

な

い

か

ら

。

い

つ

の

事

言

っ

て

ん

だ

よ

」

 

泰

平

「

言

わ

な

い

と

一

生

後

悔

す

る

ぞ

」

 

祐

「

な

ん

で

今

更

」

 

泰

平

「

思

い

出

し

た

ん

だ

よ

。

卒

業

式

の

日

に

祐

が

佐

久

間

さ

ん

に

告

 

る

っ

て

約

束

。

お

れ

に

と

っ

て

の

高

校

卒

業

に

は

、

祐

の

告

白

も

含

ま

れ

て

ん

だ

よ

」

 

祐

「

意

味

分

か

ら

ん

。

勝

手

に

巻

き

込

む

な

」

 

泰

平

「

あ

の

時

、

告

白

出

来

な

く

て

本

当

に

後

悔

し

て

な

い

か

？

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

泰

平

「

確

か

に

卒

業

式

、

い

や

学

校

自

体

が

無

く

な

っ

て

そ

れ

ど

こ

ろ

 

じ

ゃ

無

か

っ

た

か

も

し

れ

な

い

。

で

も

あ

の

時

言

う

べ

き

だ

っ

た

」 

祐

「

・

・

・

」

 

泰

平

「

・

・

・

後

悔

し

て

ん

だ

っ

た

ら

、

言

っ

た

ほ

う

が

い

い

」

 

祐

「

も

う

遅

い

よ

。

向

こ

う

も

新

し

い

生

活

あ

る

だ

ろ

う

し

」
 

泰

平

「

・

・

・

そ

れ

は

佐

久

間

さ

ん

の

為

を

想

っ

て

？

」

 

祐

「

今

さ

ら

行

く

と

か

向

こ

う

に

迷

惑

だ

ろ

」

 

泰

平

「

・

・

・

分

か

っ

た

」

 

泰

平

は

車

へ

向

か

う

が

、

扉

前

で

立

ち

止

ま

る

。

 

泰

平

「

も

し

！

・

・

ま

だ

好

き

な

ら

今

日

が

最

後

の

チ

ャ

ン

ス

だ

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

泰

平

「

他

の

女

と

付

き

合

っ

て

も

、

デ

ー

ト

し

て

る

時

も

、

抱

い

た

時

と

か

・

・

・

」

 

祐

「

何

言

っ

て

ん

の

？

」

 

祐

「

思

い

出

す

よ

。

今

の

ま

ま

だ

と

、

ど

の

女

と

い

て

も

佐

久

間

さ

ん

 

だ

っ

た

ら

っ

て

」

 

祐

「

・

・

・

」

 



21 

 

 

〇

車

内

(
午

後

)
 

 
 

木

更

津

市

内

の

一

般

道

を

走

っ

て

い

る

車

。

進

行

方

向

の

道

路

標

 

識

に

は

君

津

市

の

文

字

。

 

車

内

で

は

Ｔ

Ｒ

Ｆ

の

「

ｓ

ｕ

ｒ

ｖ

ｉ

ｖ

ａ

ｌ

 

ｄ

Ａ

ｎ

ｃ

ｅ

～

ｎ

 

ｏ

 

ｎ

ｏ

 

ｃ

ｒ

ｙ
 

ｍ

ｏ

ｒ

ｅ

～

」

が

流

れ

て

い

る

。

 

ニ

ヤ

つ

い

て

い

る

泰

平

。
 

祐

「

な

ん

だ

よ

」

 

泰

平

「

い

や

ぁ

」

 

祐

「

と

り

あ

え

ず

行

く

だ

け

だ

か

ら

」

 

泰

平

「

お

う

」

 

祐

「

な

ん

で

知

っ

て

ん

の

、

佐

久

間

さ

ん

君

津

い

る

こ

と

？

」

 

泰

平

「

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

」

 

祐

「

あ

あ

」

 

泰

平

「

友

達

と

出

掛

け

た

写

真

と

か

、

そ

れ

こ

そ

君

津

の

景

色

と

か

載

 

せ

て

る

」

 

泰

平

「

そ

う

な

ん

だ

」

 

泰

平

「

祐

や

っ

て

た

っ

け

？

」

 

祐

「

や

っ

て

な

い

よ

」

 

泰

平

「

・

・

・

も

し

か

し

て

検

索

し

た

こ

と

あ

っ

た

？

」

 

祐

「

え

っ

？

」

 

泰

平

「

残

念

、

漢

字

じ

ゃ

ネ

ッ

ト

で

検

索

し

て

も

出

な

い

ん

だ

な

。

ア

 

カ

ウ

ン

ト

名

ロ

ー

マ

字

だ

か

ら

」

 

祐

「

へ

え

ー

」

 

泰

平

「

し

た

こ

と

あ

っ

た

な

」

 

祐

「

(

図

星

)

」

 

泰

平

「

や

っ

ぱ

未

練

た

ら

た

ら

じ

ゃ

ん

」
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〇

君

津

市
(

夕

)
 

車

か

ら

「

君

津

市

へ

よ

う

こ

そ

」

の

道

路

標

識

。

 

 

〇

大

田

原

建

設

・

入

口

前

(
 

夕

刻

前

)
 

大

田

原

建

設

と

書

か

れ

た

建

物

前

で

停

車

す

る

車

。

 

祐

「

こ

こ

？

」

 

泰

平

「

事

務

員

や

っ

て

ん

だ

っ

て

」

 

車

を

降

り

よ

う

と

す

る

泰

平

。
 

祐

「

ち

ょ

っ

！

」

 

泰

平

「

何

？

」

 

祐

「

ど

こ

行

く

の

？

」

 

泰

平

「

行

く

ん

だ

ろ

」

 

祐

「

何

言

っ

て

ん

の

。

今

働

い

て

る

で

し

ょ

」

 

泰

平

「

あ

、

そ

っ

か

」

 

祐

「

職

場

乗

り

込

む

気

か

よ

」

 

泰

平

「

じ

ゃ

あ

ど

う

す

る

？

」

 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

１

時

間

後

。

車

内

か

ら

建

物

入

り

口

を

見

て

い

る

祐

と

泰

平

。

 

泰

平

「

・

・

・

い

つ

出

て

く

る

ん

だ

」

 

祐

「

ま

だ

定

時

に

も

な

っ

て

な

い

か

ら

」

 

泰

平

「

持

久

戦

か

ー

」

 

 

〇

公

園

(

夜

)
 

日

は

沈

み

か

け

て

い

る

。

大

田

原

建

設

前

の

公

園

の

ベ

ン

チ

に

缶

 

ジ

ュ

ー

ス

を

飲

み

、

腰

か

け

て

い

る

祐

と

泰

平

。

 

泰

平
「

こ

れ

か

ら

大

変

だ

な

。
君

津

ま

で

通

う

こ

と

に

な

る

ん

だ

か

ら

」
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祐

「

え

？

」

 

泰

平

「

付

き

合

っ

た

ら

。

祐

が

行

く

だ

ろ

。

君

津

ま

で

」

 

祐

「

そ

こ

は

お

互

い

の

中

間

の

場

所

と

か

さ

」

 

泰

平

「

向

こ

う

仕

事

し

て

る

ん

だ

か

ら

」

 

祐

「

お

れ

だ

っ

て

大

学

あ

る

よ

」

 

泰

平

「

お

ま

え

の

佐

久

間

さ

ん

へ

の

想

い

は

そ

ん

な

も

の

な

の

か

よ

」

 

祐

「

そ

も

そ

も

ま

ず

付

き

合

え

る

か

な

ん

て

・

・

・

」

 

泰

平

「

今

く

ら

い

明

る

い

未

来

の

予

想

し

よ

う

ぜ

」

 

祐

「

ま

あ

」

 

泰

平
「

で

も

、
た

と

え

フ

ラ

れ

た

と

し

て

も

、
お

ま

え

か

っ

こ

い

い

よ

」

 

祐

「

か

っ

こ

よ

く

な

い

だ

ろ

」

 

泰

平

「

フ

ラ

れ

る

こ

と

は

か

っ

こ

悪

く

ね

え

か

ら

・

・

あ

っ

！

」

 

会

社

か

ら

出

て

く

る

七

瀬

。

そ

れ

に

気

づ

く

２

人
 

祐

「

・

・

・

来

た

」

 

泰

平

「

行

っ

て

こ

い

」

 

歩

み

出

せ

な

い

祐

。

遠

ざ

か

っ

て

い

く

七

瀬

。

 

泰

平

「

祐

」

 

祐

「

分

か

っ

て

る

っ

て

」

 

卒

業

式

の

日

が

フ

ラ

ッ

シ

ュ

バ

ッ

ク

す

る

祐

。

 

そ

の

日

を

払

拭

さ

せ

る

た

め

、

恐

る

恐

る

七

瀬

の

方

へ

向

か

っ

て

 

い

く

。

そ

し

て

七

瀬

の

後

ろ

か

ら

声

を

か

け

る

祐

。

 

祐

「

(

七

瀬

に

)

あ

・

・

・

お

、

お

う

」

 

七

瀬

「

え

・

・

・

瀬

戸

？

な

ん

で

？

」

 

祐

「

・

・

・

久

し

ぶ

り

」

 

 

〇

フ

ァ

ミ

レ

ス

(

夜

)
 

 
 

店

名

は

「

Ｂ

Ｏ

Ｙ

 

Ｍ

Ｅ

Ｅ

Ｔ

Ｓ

 

Ｇ

Ｉ

Ｒ

Ｌ

」
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×
 

 
 

 
 

×
 

 
 

 
 

×
 

ご

飯

を

食

べ

て

い

る

祐

、

泰

平

、

七

瀬

。

 

七

瀬

「

び

っ

く

り

し

た

よ

ー

」

 

泰

平

「

祐

と

ド

ラ

イ

ブ

し

よ

う

っ

て

鴨

川

の

方

行

こ

う

と

し

た

途

中

で

 

通

っ

て

さ

」

 

祐

「

え

？

そ

う

」

 

泰

平

「

そ

れ

で

待

っ

て

た

ら

来

る

ん

じ

ゃ

ね

っ

て

。

佐

久

間

、

ベ

ス

ト

タ

イ

ミ

ン

グ

」

 

七

瀬

「

な

ん

で

知

っ

て

る

の

職

場

？

」
 

泰

平

「

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

で

出

し

て

た

じ

ゃ

ん

」

 

七

瀬

「

あ

あ

ね

」

 

泰

平

「

お

い

」

 

祐

「

何

？

」

 

泰

平

「

静

か

だ

な

」

 

祐

「

あ

ー

そ

う

な

ん

だ

ー

っ

て

聞

い

て

た

ん

だ

よ

」

 

七

瀬

「

２

人

は

今

、

大

学

？

」

 

祐

「

お

れ

は

そ

う

。

泰

平

は

無

職

」

 

泰

平

「

雑

だ

な

説

明

」

 

祐

「

事

実

だ

ろ

」

 

七

瀬

「

無

職

な

の

？

」

 

泰

平

「

ま

あ

今

は

。

先

週

い

き

な

り

ク

ビ

に

ね

」

 

七

瀬

「

や

ば

」

 

泰

平

「

建

築

や

っ

て

た

ん

だ

け

ど

、

人

員

削

減

。

コ

ロ

ナ

で

色

々

削

ら

 

れ

た

影

響

だ

よ

」

 

七

瀬

「

影

響

あ

る

よ

ね

。

私

も

受

け

た

か

ら

さ

」

 

泰

平

「

そ

う

な

の

？

」

 

七

瀬

「

私

大

学

行

っ

て

た

ん

だ

け

ど

、

学

費

出

せ

な

く

な

っ

て

。

母

親
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い

な

い

し

、
お

父

さ

ん

も

飲

食

で

働

い

て

て

、
仕

事

無

く

な

っ

て

」 

祐

「

そ

う

な

ん

だ

」

 

七

瀬

「

そ

う

そ

う

。

で

私

も

働

か

な

き

ゃ

で

今

の

所

。

あ

、

実

は

今

の

 

仕

事

、

タ

ク

キ

ム

が

紹

介

し

て

く

れ

た

ん

だ

よ

ね

」

 

泰

平

「

タ

ク

キ

ム

っ

て

、

体

育

の

木

村

？

」

 

七

瀬

「

そ

う

。

３

年

の

担

任

。

色

々

探

し

て

く

れ

た

み

た

い

で

」

 

泰

平

「

タ

ク

キ

ム

い

い

奴

だ

な

」

 

七

瀬

「

ね

」

 

泰

平

「

お

れ

最

後

の

日

、

先

生

に

ち

ゃ

ん

と

挨

拶

で

き

な

か

っ

た

り

、

な

ん

で

卒

業

式

や

ら

な

い

ん

だ

よ

と

か

言

っ

て

さ

。

そ

れ

は

先

生

た

ち

も

同

じ

な

ん

だ

よ

な

。・
・
・
そ

っ

か

コ

ロ

ナ

無

か

っ

た

ら

な

」 

七

瀬

「

ね

。

卒

業

式

し

た

か

っ

た

よ

」

 

泰

平

「

(

祐

と

七

瀬

)

２

人

っ

て

ク

ラ

ス

一

緒

に

な

っ

た

こ

と

無

い

ん

だ

 

よ

ね

？

」

 

祐

「

そ

う

だ

ね

」

 

泰

平

「

接

点

何

な

の

？

」

 

七

瀬

「

き

っ

か

け

な

ん

だ

っ

け

？

」

 

祐

「

え

Ｔ

Ｒ

Ｆ

？

」

 

泰

平

「

(

大

げ

さ

に

)

Ｔ

Ｒ

Ｆ

！

？

」

 

七

瀬

「

(

祐

に

)

珍

し

い

よ

ね

」

 

祐

「

そ

っ

ち

こ

そ

」

 

七

瀬

「

部

室

で

歌

っ

て

る

の

丸

聞

こ

え

だ

っ

た

か

ら

ね

。

ｓ

ｕ

ｒ

ｖ

ｉ

ｖ

ａ

ｌ

 

ｄ

Ａ

ｎ

ｃ

ｅ

」

 

祐

「

好

き

だ

か

ら

」

 

七

瀬

「

今

年

ラ

イ

ブ

や

る

ん

だ

よ

」

 

祐

「

え

、

そ

う

な

の

？

」

 

七

瀬

「

知

ら

な

い

の

？

」
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祐

「

知

ら

な

い

」

 

七

瀬

「

去

年

は

無

く

な

っ

ち

ゃ

っ

た

か

ら

。

今

年

こ

そ

み

た

い

ん

だ

よ

 

ね

、

生

で

」

 

祐

「

生

す

ご

そ

う

だ

ね

」

 

七

瀬

「

チ

ケ

ッ

ト

申

し

込

み

も

う

す

ぐ

終

わ

っ

ち

ゃ

う

よ

」

 

祐

「

ま

じ

？

申

し

込

も

う

か

な

」

 

泰

平

「

お

い

」

 

泰

平

は

祐

に

合

図

を

送

る

。
 

祐

「

何

？

」

 

泰

平

は

察

し

ろ

と

言

わ

ん

ば

か

り

に

さ

ら

に

合

図

を

送

る

。

 

祐

「

え

・

・

・

な

ら

一

緒

に

行

こ

う

よ

」

 

七

瀬

「

い

い

ね

」

 

祐

「

な

ら

チ

ケ

ッ

ト

申

し

込

ん

ど

い

て

」

 

七

瀬

「

私

？

瀬

戸

が

申

し

込

ん

で

よ

」

 

祐

「

フ

ァ

ン

ク

ラ

ブ

入

っ

て

る

方

が

取

り

や

す

い

じ

ゃ

ん

」

 

２

人

の

や

り

取

り

を

微

笑

ま

し

く

見

て

い

る

泰

平

。

 

 

〇

フ

ァ

ミ

レ

ス

・

外

(
 

夜

)
 

フ

ァ

ミ

レ

ス

か

ら

出

て

く

る

祐

、

泰

平

、

七

瀬

。

 

七

瀬

「

ご

ち

そ

う

さ

ま

で

し

た

」

 

泰

平

「

い

え

い

え

」

 

祐

「

泰

平

ほ

と

ん

ど

出

し

て

な

い

だ

ろ

」

 

七

瀬

「

な

ん

か

一

気

に

高

校

時

代

に

戻

っ

た

ー

」

 

泰

平

「

そ

う

！

お

れ

達

は

ま

だ

卒

業

を

し

て

い

な

い

！

」

 

祐

「

(

七

瀬

に

)

ず

っ

と

言

っ

て

ん

だ

よ

」

 

七

瀬

「

(

泰

平

に

)

仕

事

見

つ

け

て

ね

」

 

泰

平

「

や

め

ろ

！

」
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七

瀬

「

ご

め

ん

ね

」

 
祐

に

視

線

を

送

る

泰

平

。

 

祐

「

・

・

・

」
 

七

瀬

「

今

度

同

窓

会

や

り

た

い

よ

ね

ー

」

 

泰

平

「

確

か

に

。

祐

、

企

画

し

ろ

よ

」

 

祐

「

お

れ

そ

ん

な

キ

ャ

ラ

じ

ゃ

な

い

だ

ろ

」

 

七

瀬

「

そ

の

時

は

蘇

我

あ

た

り

で

や

っ

て

ね

」

 

泰

平

「

祐

、

送

迎

し

て

や

れ

よ

」
 

祐

「

お

れ

免

許

持

っ

て

な

い

」

 

泰

平

「

男

は

持

っ

と

か

な

い

と

」

 

七

瀬

「

運

転

で

き

る

人

は

ポ

イ

ン

ト

高

い

で

す

」

 

祐

「

考

え

て

お

き

ま

す

」

 

泰

平

「

そ

れ

絶

対

取

ら

な

い

や

つ

じ

ゃ

ん

」

 

 
 

笑

っ

て

い

る

七

瀬

。

十

字

路

に

着

き

、

 

七

瀬

「

(

２

人

に

)

じ

ゃ

あ

」

 

歩

き

出

す

七

瀬

。

 

泰

平

、

七

瀬

を

引

き

留

め

ろ

と

祐

を

促

す

。

 

泰

平

「

(

七

瀬

に

)

あ

！

送

ろ

う

か

？

」

 

七

瀬

「

大

丈

夫

。

近

い

よ

」

 

泰

平

「

で

も

夜

物

騒

だ

し

」

 

七

瀬

「

君

津

は

そ

の

辺

安

心

」

 

泰

平

「

い

や

！

わ

ざ

わ

ざ

押

し

か

け

て

、

こ

こ

ま

で

付

き

合

わ

せ

た

の

 

に

１

人

で

帰

ら

せ

る

の

も

。

(

祐

に

)

な

」

 

祐

「

え

送

る

よ

」

 

七

瀬

「

じ

ゃ

あ

お

願

い

し

ま

す

」

 

泰

平

「

お

願

い

し

ま

す

祐

」

 

祐

「

(

泰

平

に

)

え

」
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泰

平
「

お

れ

ア

ピ

タ

で

買

い

物

し

た

い

か

ら

。
も

う

す

ぐ

閉

店

な

の

よ

」

 

祐

「

・

・

・

送

る

よ

」

 

七

瀬

「

う

ん

」
 

泰

平

「

(

祐

に

)
頼

む

な

。

送

っ

た

ら

車

回

す

わ

」

 

車

の

所

へ

向

か

っ

て

走

り

去

る

泰

平

。

 

残

さ

れ

た

祐

と

七

瀬

。

 

 

〇

歩

道

(
 

夜

)
 

歩

い

て

い

る

祐

と

七

瀬

。

 

七

瀬

「

君

津

何

も

な

い

で

し

ょ

？

」

 

祐

「

ま

あ

。

で

も

の

ど

か

で

い

い

ね

」

 

七

瀬

「

ね

。

空

と

か

す

ご

い

綺

麗

だ

よ

」

 

空

を

見

上

げ

る

２

人

。

 

祐

「

凄

い

ね

」

 

七

瀬

「

凄

い

で

し

ょ

」

 

近

く

に

は

川

が

流

れ

て

い

る

。

 

七

瀬

「

部

活

帰

り

被

っ

て

、

何

回

か

一

緒

に

帰

っ

事

あ

る

よ

ね

」

 

祐

「

コ

ン

ビ

ニ

の

ス

イ

ー

ツ

お

ご

ら

さ

れ

た

時

と

か

」

 

七

瀬

「

そ

う

そ

う

。

バ

レ

て

た

か

」

 

祐

「

分

か

り

や

す

す

ぎ

」

 

七

瀬

「

・

・

・

大

学

ど

う

？

」

 

祐

「

う

ー

ん

、

ち

ゃ

ん

と

自

分

で

考

え

な

く

ち

ゃ

な

っ

て

思

っ

て

る

」

 

七

瀬

「

ん

？

」

 

祐

「

い

や

、

ず

ー

っ

と

周

り

の

奴

の

せ

い

に

し

た

り

、

時

間

が

何

と

か

し

て

く

れ

る

と

か

思

っ

て

て

。

で

も

そ

う

じ

ゃ

な

く

て

自

分

で

考

え

て

、

動

か

な

く

ち

ゃ

楽

し

く

も

、

勉

強

に

も

な

ら

な

い

っ

て

」 

七

瀬

「

お

お

大

学

生

」
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祐

「

・

・

・

そ

っ

ち

は

仕

事

ど

う

な

の

？

」

 

七

瀬

「

わ

た

し

？

楽

し

い

よ

。

や

っ

と

慣

れ

て

き

た

し

、

自

分

の

案

件

 

も

持

て

る

よ

う

に

な

っ

て

」

 

祐

「

さ

す

が

。

世

渡

り

上

手

な

感

じ

す

る

も

ん

ね

」

 

七

瀬

「

嫌

味

で

言

っ

て

な

い

？

」

 

祐

「

褒

め

た

つ

も

り

だ

け

ど

」

 

七

瀬

「

棘

あ

る

な

ー

」

 

祐

「

そ

ん

な

事

な

い

で

す

」

 

七

瀬

「

瀬

戸

、

彼

女

い

る

の

？

」

 

祐

「

え

、

今

は

い

な

い

よ

」

 

七

瀬

「

え

ー

、

出

会

い

沢

山

あ

る

で

し

ょ

大

学

」

 

祐

「

そ

う

い

う

と

こ

じ

ゃ

な

い

か

ら

大

学

」

 

七

瀬

「

で

も

う

ら

や

ま

し

い

な

。

わ

た

し

の

分

ま

で

キ

ャ

ン

パ

ス

ラ

イ

 

フ

し

て

く

だ

さ

い

な

」

 

祐

「

・

・

・

は

い

」

 

 

〇

七

瀬

の

ア

パ

ー

ト

前

(
 

夜

)
 

 
 

到

着

す

る

祐

と

七

瀬

。

 

七

瀬

「

あ

り

が

と

」

 

祐

「

い

え

い

え

。

お

れ

ら

こ

そ

い

き

な

り

ご

め

ん

」

 

七

瀬

「

い

え

い

え

楽

し

か

っ

た

よ

。

あ

Ｔ

Ｒ

Ｆ

チ

ケ

ッ

ト

頑

張

っ

て

と

 

る

ね

。

連

絡

先

変

わ

っ

て

な

い

よ

ね

？

」

 

ス

マ

ホ

を

取

り

だ

し

、

祐

の

ア

カ

ウ

ン

ト

を

探

す

七

瀬

。

 

祐

も

ス

マ

ホ

を

出

す

。

画

面

を

見

る

と

、

泰

平

か

ら

「

ぶ

つ

か

っ

て

こ

い

。
終

わ

っ

た

ら

焼

肉

行

こ

う

」
の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

メ

ッ

セ

ー

ジ

。 

七

瀬

「

こ

れ

だ

よ

ね

？

」

 

祐

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

ア

カ

ウ

ン

ト

を

見

せ

る

七

瀬

。
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祐

「

あ

っ

、
・

・

そ

う

」

 

七

瀬

「

り

ょ

う

か

い

。

じ

ゃ

あ

あ

り

が

と

ね

」

 

ア

パ

ー

ト

内

に

入

っ

て

い

く

七

瀬

。

 

七

瀬

の

姿

が

遠

く

な

る

に

つ

れ

、

高

校

最

後

の

日

を

思

い

出

す

。 

祐

「

ね

え

！

こ

れ

」
 

七

瀬

「

ん

？

」

 

祐

「

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

の

ア

カ

ウ

ン

ト

背

景

。

赤

い

霊

柩

車

？

」

 

七

瀬

に

ス

マ

ホ

を

見

せ

る

祐

。

画

面

は

七

瀬

の

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

ア

カ

ウ

 

ン

ト

。

そ

の

背

景

は

多

く

の

君

津

市

民

の

真

ん

中

に

片

平

な

 

ぎ

さ

、

そ

の

横

に

七

瀬

が

写

っ

て

い

る

集

合

写

真

。

 

七

瀬

「

そ

う

！

君

津

に

ロ

ケ

来

た

の

。

そ

の

時

撮

っ

て

も

ら

っ

た

」

 

祐

「

す

げ

ー

片

平

さ

ん

の

隣

い

る

じ

ゃ

ん

」

 

七

瀬

「

片

平

さ

ん

ち

ょ

ー

綺

麗

だ

っ

た

よ

」

 

祐

「

芸

能

人

す

げ

ー

な

」

 

七

瀬

「

オ

ー

ラ

あ

っ

た

」

 

祐

「

オ

ー

ラ

っ

て

ほ

ん

と

に

あ

る

ん

だ

」

 

七

瀬

「

私

も

は

じ

め

て

み

た

。

そ

こ

ら

辺

の

話

今

度

し

よ

。

ま

た

３

人

で

ご

飯

い

こ

」

 

祐

「

・

・

そ

う

だ

ね

」

 

七

瀬

「

う

ん

。

じ

ゃ

あ

ま

た

」

 

祐

「

・

・

・

あ

の

さ

」

 

七

瀬

「

ん

？

」

 

祐

「

・

・

・

Ｔ

Ｒ

Ｆ

」

 

七

瀬

「

え

？

」

 

祐

「

２

年

の

時

、

う

ち

の

ク

ラ

ス

よ

く

来

て

た

じ

ゃ

ん

」

 

七

瀬

「

あ

、

か

な

み

い

た

か

ら

ね

」

 

祐

「

そ

の

時

、

Ｔ

Ｒ

Ｆ

の

話

よ

く

し

て

た

か

ら

、

そ

れ

で

お

れ

も

聞

い
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て

み

た

ら

ハ

マ

っ

ち

ゃ

っ

て

」

 

七

瀬

「

そ

う

だ

っ

た

の

？

じ

ゃ

あ

私

の

お

か

げ

だ

」

 

祐

「

う

ん

」
 

深

呼

吸

を

す

る

祐

。

 

七

瀬

「

・

・

・

」

 

祐

「

あ

の

時

か

ら

さ

・

・

・

」

 

七

瀬

「

・

・

・

」

 

祐

「

・

・

・

ず

っ

と

好

き

で

し

た

」

 

七

瀬

「

・

・

・

」

 

祐

「

付

き

合

っ

て

く

だ

さ

い

」

 

七

瀬

「

お

そ

い

よ

」

 

祐

「

ご

め

ん

」

 

七

瀬

「

今

彼

氏

い

る

ん

だ

」

 

祐

「

・

・

・

そ

っ

か

。

そ

う

だ

よ

ね

」

 

七

瀬

「

・

・

・

う

ん

」

 

祐
「

・
・

・

い

き

な

り

来

て

、
こ

ん

な

こ

と

言

っ

て

。
ほ

ん

と

ご

め

ん

」

 

七

瀬

「

ほ

ん

と

だ

よ

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

七

瀬

「

・

・

・

あ

り

が

と

う

」

 

ア

パ

ー

ト

内

に

入

っ

て

い

く

七

瀬

を

見

送

る

祐

。

 

 

〇

車

内

(
 

夜

)
 

運

転

席

に

は

泰

平

、

助

手

席

に

は

祐

。

 

車

は

君

津

市

か

ら

袖

ケ

浦

を

通

り

、

一

般

道

で

葛

飾

方

面

に

走

る

。 

〇

ラ

ー

メ

ン

屋

(

夜

)
 

 
 

千

葉

市

内

。
テ

ー

ブ

ル

席

で

ラ

ー

メ

ン

を

待

っ

て

い

る

祐

と

泰

平

。 

祐

「

・

・

・

」
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泰

平

「

・

・

・

」

 

祐

「

・

・

・

焼

肉

じ

ゃ

な

い

の

か

よ

」

 

泰

平

「

付

き

合

っ

て

た

ら

だ

か

ら

、

焼

肉

は

」

 

祐

「

Ｌ

Ｉ

Ｎ

Ｅ

嘘

か

よ

」

 

泰

平

「

い

や

、

焼

肉

重

い

だ

ろ

ー

。

フ

ラ

れ

た

時

は

ラ

ー

メ

ン

く

ら

い

 

が

ち

ょ

う

ど

い

い

ん

だ

よ

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

泰

平

「

ご

め

ん

な

」

 

祐

「

ん

？

」

 

泰

平

「

い

や

、

焚

き

つ

け

た

の

は

お

れ

だ

か

ら

・

・

・

」

 

祐

「

謝

る

ん

だ

っ

た

ら

最

初

っ

か

ら

言

う

な

よ

」

 

泰

平

「

そ

う

だ

な

。
・

・

・

男

い

た

か

ー

」

 

祐

「

い

る

だ

ろ

」

 

泰

平

「

い

け

る

と

思

っ

た

ん

だ

け

ど

な

ー

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

泰

平

「

・

・

で

も

す

げ

ー

よ

。

か

っ

こ

よ

か

っ

た

」

 

祐

「

・

・

・

」

 

ラ

ー

メ

ン

を

運

ん

で

く

る

店

員

。

 

店

員

「

お

待

た

せ

し

ま

し

た

。

ラ

ー

メ

ン

、

麺

大

盛

、

野

菜

、

ニ

ン

ニ

 

ク

増

し

」

 

戻

る

店

員

。

 

泰

平

「

食

う

か

」

 

祐

「

お

う

」

 

ラ

ー

メ

ン

を

食

べ

る

２

人

。

 

〇

車

内

(

深

夜

)
 

 
 

葛

飾

方

面

に

向

か

っ

て

走

り

続

け

て

い

る

車

。

 

祐

「

絶

対

、

泰

平

だ

っ

た

」
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泰

平

「

お

れ

じ

ゃ

な

い

っ

て

」

 

祐

「

キ

ン

グ

ダ

ム

の

単

行

本

に

進

撃

の

巨

人

の

落

書

き

す

る

の

お

ま

え

く

ら

い

し

か

い

な

い

か

ら

」

 

泰

平

「

お

れ

の

画

力

知

っ

て

る

だ

ろ

？

あ

の

巨

人

は

お

れ

の

巨

人

じ

ゃ

な

い

」

 

祐

「

ほ

ん

と

か

よ

」

 

泰

平

「

ま

じ

で

」

 

祐

「

い

く

ら

賭

け

る

？

」

 

泰

平

「

・

・

・

２

０

０

円

？

」

 

祐

「

お

ま

え

じ

ゃ

ね

え

か

」

 

泰

平

「

ま

じ

違

う

！

」

 

祐

「

・

・

・

今

日

あ

り

が

と

な

」

 

泰

平

「

え

？

」

 

祐

「

や

っ

と

言

え

た

」

 

泰

平

「

・

・

・

お

れ

も

や

っ

と

卒

業

で

き

た

気

が

す

る

」

 

祐

「

仕

事

ど

う

す

ん

の

？

」

 

泰

平

「

探

す

か

ー

。

学

生

の

余

韻

は

こ

れ

で

終

わ

り

。

社

会

で

生

き

な
 

き

ゃ

な

」

 

祐

「

ま

あ

何

か

あ

っ

た

ら

言

え

よ

」

 

泰

平

「

金

貸

し

て

く

れ

ん

の

？

」

 

祐

「

金

は

貸

さ

な

い

」

 

泰

平

「

じ

ゃ

あ

今

度

は

祐

の

運

転

で

ド

ラ

イ

ブ

な

」

 

祐

「

免

許

取

ら

な

い

か

ら

」

 

走

り

続

け

る

車

。

 

 

○

駐

車

場

 

翌

朝

。
泰

平

の

ア

パ

ー

ト

前

。
軽

ト

ラ

内

を

整

理

し

て

い

る

泰

平

。 
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『

謎

の

死

を

遂

げ

た

偉

人

・

有

名

人

の

秘

密

』

の

本

や

ロ

ー

プ

、 
ス

コ

ッ

プ

な

ど

を

ご

み

袋

に

ま

と

め

て

い

る

。

 

 

泰

平

は

死

ぬ

こ

と

を

や

め

た

。

 

 

〇

千

葉

・

我

孫

子

・

オ

フ

ィ

ス

(

午

前

)
 

２

年

後

。

２

０

２

５

年

・

春

。

 

オ

フ

ィ

ス

内

は

電

話

対

応

や

Ｐ

Ｃ

入

力

な

ど

幾

人

も

が

慌

た

だ

し

い

。

そ

の

中

に

泰

平

(
２

３
)

が

Ｐ

Ｃ

で

入

力

作

業

を

し

て

い

る

。 

泰

平

「

(

溜

息

)

」

 

 

〇

葛

飾

・

一

般

道

 

レ

ン

タ

カ

ー

ナ

ン

バ

ー

の

一

台

の

軽

自

動

車

が

走

る

。

 

進

行

方

向

の

道

路

標

識

に

は

我

孫

子

の

文

字

。

 

 

〇

オ

フ

ィ

ス

・

エ

ン

ト

ラ

ン

ス

(
 

昼

)
 

多

く

の

社

員

、

ア

ル

バ

イ

ト

が

昼

休

憩

の

為

、

外

に

出

る

。

そ

の

中

に

一

人

で

歩

い

て

い

る

泰

平

。

す

る

と

「

お

い

」

と

声

を

か

け

ら

れ

る

。
声

の

方

向

に

向

く

と

、
ス

ー

ツ

姿

の

祐

(

２

３

)
 

が

立

っ

て

い

る

。

 

泰

平

「

え

？

」

 

祐

「

お

う

」

 

泰

平

「

あ

、

お

う

」

 

入

口

前

に

は

一

台

の

軽

自

動

車

。

 

泰

平

「

(

免

許

)

取

っ

た

の

か

」

 

祐

「

行

く

か

」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お

わ

り

 


